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令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
は
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
報
告
２
件
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正

な
ど
の
議
案
15
件
の
全
て
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■令和４年度中泊町一般会計継続費繰越計算書について

　�　令和４年度一般会計予算のうち、総合福祉健康センター建設事業
の継続費で、年度内に支出が終わらなかったものについて、継続費
繰越計算書を調製したため報告するもの。

■令和４年度中泊町一般会計繰越明許費繰越計算書について

　�　令和４年度一般会計予算のうち、年度内に事業が完了できなかっ
た旧小泊中学校校舎解体事業及び災害復旧関連５事業を含む全21事
業について、繰越明許費繰越計算書を調製したため、報告するもの。

■工事請負契約の締結について

　�　旧小泊中学校校舎解体工事請負について、条件付き一般競争入札
により工事請負契約を締結するにあたり、議会の議決を求めるもの。
　　契約の相手方…㈱竹内組　代表取締役　竹内　大介氏
　　金額…１億１，７７０万円

会　　計 補 正 額 補正後総額
一般会計補正予算
第２号

１億6,847万円 74億1,495万7千円

介護保険事業特別会計
補正予算第1号

△496万1千円 18億862万2千円

水道事業
特別会計補正予算第1号

（収益的支出）
2万7千円

（収益的支出）
３億331万５千円

〈会期日程〉

■６月５日
　開会・町長提案理由説明

■６月６日～６月７日
　　休会・議案熟考

■６月８日
　　一般質問

■６月９日
　　単行案審議・閉会

議会活性化へ向けた議案可決
さらなる議会改革へ‼

補 正 予 算

報告・その他

主な補正予算

2,000万円

ヘルメット購入助成金

自転車乗車時のヘルメット着用が
努力義務となったことから、児童
生徒の安全確保と保護者の負担軽
減のための助成金。

261万円

トレーニングジム
備品購入

中泊町総合福祉健康センター（湯
らぱーく）に設置のトレーニング
ジムに必要な備品購入費。

６ 月
定例会
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■中泊町総合福祉健康センター条例の制定について
　　中泊町総合福祉健康センターの運営に関する条例を制定するもの。

■中泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　�　宮越家「離れ・庭園」の庭園の調査委員に対する報酬などを定めるため、条例の一部を改正する
もの。

■中泊町行政財産使用料徴収条例の一部改正について
　�　行政財産使用料の減免対象物件の拡大及び算出方法を改めるため、条例の一部を改正するもの。

■中泊町税条例等の一部改正について
　�　地方税法などの一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの。

■中泊町国民健康保険税条例の一部改正について
　�　地方税法施行令の一部改正及び保険税の税率改正に伴い、条例の一部を改正するもの。

■中泊町特定教育・保育施設利用者負担金徴収条例の一部改正について
　�　こどまり保育園などの特定地域型保育事業利用者を保育料無料の対象に加えるため、条例の一部
を改正するもの。

■貴議会での加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める陳情
　�　加齢性難聴の補聴器購入に対する公的補助制度を創設するよう、趣旨に賛同（採択）し、意見書の
送付を求めるもの。委員会などへの審査の付託を省略し、本会議即決で採択。

■加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設をもとめる意見書
　�　上記陳情の採択を受け、陳情内容に沿った意見書を提出するもの。

■中泊町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について
　�　地方自治法の一部改正に伴い、中泊町議会議員と中泊町との間の請負の状況を公表することなど
により、請負の状況の透明性を確保するため、本条例を制定するもの。

■中泊町議会の議員の定数を定める条例の一部改正について
　�　少子高齢化及び人口減少並びに今後ますます厳しさが予想される当町の財政状況を鑑み、議員定
数を現行の13人から２人削減し、次の一般選挙から11人に改正するもの。

■議会活性化特別委員会の設置について
　�　持続可能な町政発展に向け、議会の更なる活性化を目的に（仮称）中泊町議会基本条例の策定及び
議会の活性化に必要な調査研究をするため設置するもの。
　　定数は５人※で、議会閉会中も調査研究できるものとし、その調査研究が終了するまで活動する。
　　【委員】◎：委員長　○：副委員長
　　　　　◎秋元　　隆　副議長　　○田中　　洋　議員　　・長利　　司　議員
　　　　　・塚本　悦子　議員　　　・成田　直人　議員

※議長は委員会条例の規定により会議などに出席可能

条 例 な ど

議会提出案件
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例
年
、
春
に
は
雪
解
け
と
と

も
に
荒
れ
た
道
路
の
舗
装
が
目

に
付
き
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て

歩
く
高
齢
者
を
は
じ
め
、
通
行
に
支

障
を
き
た
し
か
ね
な
い
状
況
も
見
受

け
ら
れ
る
。
町
道
の
修
繕
に
つ
い
て

は
、
職
員
が
巡
回
し
、
目
視
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
場
所
を
修
繕

す
る
基
準
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　

現
在
町
道
の
維
持
補
修
等
は
、

中
里
地
域
を
４
地
区
、
小
泊
地

域
を
２
地
区
に
分
け
て
、
毎
年

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
の
管

理
補
修
工
事
と
し
て
、
町
内
の
業
者
に
発

注
し
て
い
る
。

　

受
託
業
者
は
、
最
低
月
１
回
の
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の
状
況
を
町
に
報

告
書
で
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
修
繕
が
必
要
か
ど
う
か
を
職
員
が

自
ら
の
目
で
確
認
し
、
補
修
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
業
者
へ
補
修
を
依
頼

し
て
い
る
。

　

特
に
春
先
な
ど
は
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
舗
装
の
穴
や
破
損
が
目
立
つ
こ

と
か
ら
、
春
に
は
重
点
的
に
補
修
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
郵
便
局
と
の
協
定
書
に
基
づ
く
情
報
提

供
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
を
要
す
る
箇
所
の

穴
埋
め
は
、
職
員
自
ら
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
事
故
防
止
の
た
め
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
道
路
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　国や地方公共団体等公の機関に対し、一定の事項に関して利
害関係のある者が、その実情を訴えて、相当の措置を要望する
ことです。議会に陳情する場合は請願と異なり、議員の紹介は
必要ありません。

【陳情（ちんじょう）】

鈴木長一郎 議員

町道の補修修繕と穴埋め
の実施の判断基準は！
職員は巡回しているのか！

補修作業の様子

議 員環境整備
課　長
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少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
み
、

墓
を
守
る
人
が
い
な
い
よ
う
な

家
庭
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
な
現
状
で
あ
る
が
、
県
内
で
も

整
備
や
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
合
葬
墓
を
、
当
町
で
は

整
備
す
る
計
画
な
ど
は
あ
る
か
伺
う
。

　

埋
葬
、
火
葬
ま
た
は
改
葬
を

行
う
場
合
は
、
墓
地
、
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
基
づ

き
、
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
て
実
施
す

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
合
葬
墓
に
つ
い

て
法
律
的
な
定
義
は
な
い
が
、
一
般
的
に

複
数
の
方
の
遺
骨
を
同
じ
場
所
に
埋
葬
す

る
形
式
の
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
般
の
新
聞
報
道
で
い
え
ば
、青
森
市
・

弘
前
市
・
八
戸
市
・
十
和
田
市
・
つ
が
る

市
・
藤
崎
町
な
ど
が
合
葬
墓
の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
背
景
と
し
て
少
子
化
や
核
家

族
化
が
進
展
し
、
墓
地
を
管
理
・
継
承
す

る
人
が
い
な
い
等
の
事
情
に
よ
り
需
要
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

現
在
町
で
は
、
住
民
か
ら
合
葬
墓
の
利

用
に
つ
い
て
の
相
談
が
な
い
た
め
、
従
来

ど
お
り
親
族
等
が
先
祖
代
々
の
墓
地
ま
た

は
新
た
に
購
入

し
た
墓
地
に
故

人
を
埋
葬
し
、

弔
っ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
、

合
葬
墓
の
整
備
計
画
は
今
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
住
民
か
ら
の
合
葬
墓

の
利
用
に
つ
い
て
相
談
が
増
え
て
き
た
ら
、

住
民
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
含
め
て
、

整
備
計
画
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

合
葬
墓
に
つ
い
て
は
、
都
市
部

を
中
心
に
、
議
員
が
ご
指
摘
の
よ

う
な
理
由
で
増
え
て
き
て
い
る
。
私
自
身

も
合
葬
墓
が
必
要
な
時
期
は
、
我
が
町
で

も
来
る
の
だ
ろ
う
な
と
い
う
思
い
は
あ
る
。

今
、
各
地
区
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
集
落
支
援
員
の
皆
さ
ん
の
情
報
も
得
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

先
日
、
私
の
親
戚
の
中
に
、
仙
台
に
移

り
住
ん
だ
人
が
墓
じ
ま
い
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
墓
じ
ま
い
に
至
っ
た
事
例
が

身
近
に
あ
っ
た
。
寺
の
方
も
ど
ん
ど
ん
人

口
減
少
に
よ
っ
て
檀
家
も
減
り
、
墓
を
守

る
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
く
と
、
寺
そ
の

も
の
の
あ
り
方
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

様
々
な
こ
と
を
念
頭
に
、
慎
重
に
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
、
合
葬
墓
な
る
も
の
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
合

葬
墓
に
も
合
葬
室
と
い
う
形
で
あ
っ
た
り
、

一
か
所
に
共
同
で
納
骨
し
た
り
、
袋
な
ど

で
一
つ
一
つ
を
祭

壇
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
並
べ
た
り
な

ど
、
様
々
な
形
式

が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
ま
ず
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
ご
意
見

を
頂
戴
し
、
町
と

し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

荒関 富雄 議員

町の衛生行政について
人口減少、少子化を受けて
合葬墓の整備計画はあるか

環境整備
課　長

法的な定義はないが、複数の人の
遺骨を共同で同じ場所に埋葬する
もの。

【合葬墓（がっそうぼ）】

議 員

町 長
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全
て
の
人
が
尊
厳
を
持
っ
て

扱
わ
れ
、
全
て
の
権
利
を
等
し

く
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
町
長
の
捉
え
方

と
、
職
員
の
人
権
研
修
、
町
民
へ
の

理
解
増
進
策
を
伺
う

　

は
じ
め
に
、
い
く
つ
か
の
質
問

内
容
を
私
自
身
で
整
理
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
初
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
捉
え
方
、

考
え
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
人
間
が
社
会
生
活
を
送
る
上

で
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
と
直
接

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ

ー
を
決
め
る
要
素
に
は
、
大
き
く
４
つ
あ

る
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て
い
る
。

　

１
つ
目
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
決
め
ら
れ
た
生
物
学
的
な
性
で
あ
る
と

こ
ろ
の
身
体
的
性
で
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
人
自
ら
が
ど
の
よ
う
な
性

で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
か
と
い
う
性
自

認
で
あ
る
。

　

３
つ
目
は
、
ど
の
よ
う
な
性
別
の
人
に

恋
愛
感
情
や
性
的
感
情
を
抱
く
か
と
い
う

性
的
指
向
で
あ
る
。

　

４
つ
目
は
、
自
ら
が
ど
の
よ
う
な
性
別

を
表
現
し
た
い
か
と
い
う
性
表
現
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
４
つ
の
要
素
か
ら
決
ま
っ
て

く
る
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
そ
れ
が
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
を
し
て

い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字

を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
レ
ズ
ビ

ア
ン（
女
性
同
性
愛
者
）、
ゲ
イ（
男
性
同

性
愛
者
）、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル（
両
性
愛

者
）と
、
身
体
的
性
と
性
自
認
が
一
致
し

て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
違
和
感
を
持
っ
て
い

る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字
を
取

っ
た
も
の
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー（
性
的
少
数
者
）の
総
称
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

世
界
的
に
は
、
幼
少
期
か
ら
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
教
育
が
既
に
行
わ
れ
た
結
果
と
し
て
の

国
民
理
解
が
進
み
、
同
性
婚
が
法
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
国
も
多
数
存
在
し
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。

　

一
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
先
日
来

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
与
野
党

が
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少

数
者
に
対
す
る
理
解
増
進
法
案
が
、
今
国

会
に
提
出
※
さ
れ
る
な
ど
、
よ
う
や
く
国

民
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
動
き
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
青
森

県
に
お
い
て
は
、
性
的
少
数
者
で
あ
る

方
々
が
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
協
力
し
合
う
こ

と
を
約
束
す
る
こ
と
を
宣
誓
し
、
県
が
宣

誓
書
の
受
領
証
を
発
行
す
る
と
い
う
形
で

両
人
の
関
係
性
を
証
明
す
る
と
い
う
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
令
和
４
年
２

月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
県
内
で
は
弘
前
市
を
は
じ
め
、

八
戸
市
、
十
和
田
市
、
五
戸
町
が
県
の
発

行
す
る
、
宣
誓
書
の
受
領
証
、
こ
れ
を
提

示
す
る
こ
と
で
公
営
住
宅
の
入
居
申
込
み

を
可
能
と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
こ
の
法
案
を
め
ぐ
る

国
会
で
の
議
論
※
、
そ
れ
か
ら
町
民
理
解

の
状
況
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
職
員
へ

の
研
修
や
町
民
へ
の
理
解
増
進
策
な
ど
へ

の
対
応
に
つ
い
て
段
階
的
に
、
慎
重
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※�

こ
の
質
問
は
６
月
８
日
㈭
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

塚本 悦子 議員

ＬＧＢＴ（性的少数者）の
町長の捉え方と研修
町民の理解増進策は！

議 員町 長
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一般質問掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。



■損害賠償の額の決定について（２議案）
　　地方自治法第180条第１項の規定により専決処分したため、同条第２項の規定により報告するもの

■中泊町税条例等の一部改正について
　�　地方税砲塔の一部改正に伴い、条文の整備を要するため専決処分したため、これを報告し、承認
を求めるもの。

■財産の取得について
　�　中泊町総合福祉健康センター建設事業備品等について、指名競争入札により物品売買契約を締結
するにあたり、議会の議決を求めるもの。

　議会が議決または決定すべき案件について、議会を招集
する時間的余裕がないとき、町長が代わって意思決定する
ことです。専決処分をしたときは、次の議会に報告し承認
を求めます。

【専決処分（せんけつしょぶん）】

会　　計 補 正 額 補正後総額

令和４年度一般会計補正予算
第17号

242,123 10,671,910

令和５年度一般会計補正予算
第１号

6,487 7,246,487

第２回
臨時会

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
１
０
日
に
開
会

し
ま
し
た
。
濱
舘
町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
っ
た
後
に
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
報
告
４

件
の
ほ
か
、
補
正
予
算
と
財
産
の
取
得
の
２
件
が

原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補 正 予 算

補正予算の主な内容

209万円 300万円

旧小泊中学校
校舎解体工事

小泊洋上風力発電
出資金

物価高騰などによる工事費の増額
分など。

小泊漁港区域内で計画の洋上風力
発電事業に関する法人への出資金

その他の議案など

（千円）
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令和５年第２回中泊町議会臨時会



○令和５年５月９日㈫
　　第３回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　�令和５年第２回中泊町議会定例
会会期日程及び議会運営に関す
る事項について

　　⑵　�その他

○令和５年６月１日㈭
　　第４回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　�一般質問について
　　⑵ 提出議案について
　　⑶　その他

○令和５年４月26日㈬
　　第２回広報委員会
　〈案　件〉

　　⑴　議会ガイド第72号（案）について
　　⑵　その他

議会運営委員会 （委員長　野上　憲幸）

広報委員会 （委員長　成田 直人）

議会運営委員会の様子

広報委員会の様子
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委員会だより



　４月７日㈮に町内６小・中学校で入学式
が行われました。
　各校に議長や副議長などがそれぞれ出席
し、期待と不安を胸にし、新たな学び舎で
生活をする新入生らを見守りました。

　６月９日㈮に令和４年８月大雨で被災した
場所の復旧状況と進捗を確認しました。被災
場所のうち町内７か所を訪れ、復旧状況を確
認し、町担当職員から説明を受けました。
　６月12日㈪には、２つの常任委員会が合同
で県選出国会議員等のもとを訪れ、「国道339
号の整備促進について」として被災場所の強
靱化や、「普通河川の整備促進について」、
「農地中間管理機構関連農地整備事業と一体
的に実施する付帯水路整備について」を要望
しました。
　翌日の６月13日㈫には、中泊町内で計画が
ある小泊漁港区域内での洋上風力発電もある
ことから、既に商業運転を開始した先進地と
して、秋田県能代市沖の洋上風力発電を視察
しました。講師は、秋田洋上風力発電株式会
社へ依頼し、市の展望台から洋上風力発電設
備を眺めながら、洋上風力発電の波及効果や
地元の振興について理解を深めました。

わくわくの新生活！新入生らを見守る

令和４年８月大雨災害の復旧状況を視察

傍聴席は、あなたの席です！！
　令和５年第３回中泊町議会定例会は９月上旬です。会議は原則、公開されて

おり、どなたでも傍聴ができます。皆さんの傍聴をお待ちしております。

　令和５年第２回定例会の傍聴は７名でした。

　　※耳が不自由な方にはイヤホンをお貸しします。遠慮なくお申し出ください。

　　※議場は車椅子での入場が可能で、専用の傍聴スペースがあります。
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活動報告だより



１
日　

武
田
・
中
里
地
区
循
環
バ
ス
出
発
式

７
日　

管
内
小
・
中
学
校　

入
学
式

26
日　

中
泊
町
議
会　

広
報
委
員
会

４
日　

中
泊
町
消
防
団
観
閲
式

９
日　

中
泊
町
議
会　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

　
　
　

国
道
３
３
９
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会　

持
ち
回
り
監
査

15
日　

令
和
５
年
度
西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会　

定
期
総
会

23
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
会　

議
長
・
副
議
長
研
修
会

26
日　

中
泊
町
民
生
委
員
推
せ
ん
会

１
日　

中
泊
町
議
会　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
会
例
会（
開
会
）

８
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
会
例
会（
一
般
質
問
）

９
日　

第
２
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
閉
会
）

　
　
　

令
和
４
年
８
月
大
雨
災
害
現
地
視
察 

（
復
旧
状
況
確
認
）

12
日
～
13
日

　
　
　

令
和
５
年
度 

二
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

合
同
視
察
研
修
お
よ
び
要
望
活
動

15
日　

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会　

臨
時
総
会

16
日　

令
和
５
年
海
難
救
助
訓
練

　
　
　

令
和
５
年
度
第
１
回
中
泊
町
青
少
年
問
題
協
議
会

30
日　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
議
会　

第
２
回
臨
時
会

６　月 ４月５　月

編 

集 

後 

記

▼
風
な
く
五
月
晴
れ
の
絶
好
日
、
こ
ど

ま
り
学
園
運
動
会
が
開
催
。
小
学
校
は

「
新
た
な
バ
ト
ン　

元
気
あ
ふ
れ
る
小

学
校
」、
中
学
校
は
「
百
花
繚
乱
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
開
始
。
た
だ
、
競
技
が

午
前
中
で
終
了
の
た
め
、小
説『
津
軽
』

に
あ
る
名
物
の
賑
わ
い
の
小
屋（
テ
ン

ト
）掛
け
は
見
ら
れ
ず
少
し
残
念
な
気

は
し
た
が
、
保
護
者
や
祖
父
母
、
そ
し

て
何
よ
り
地
域
住
民
の
観
覧
者
が
多
く
、

改
め
て
地
域
と
の
連
携
・
密
着
型
の
学

園
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
た
。

▼
応
援
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
リ
レ
ー

競
技
。
小
・
中
学
生
の
区
分
な
く
、
９

学
年
を
通
し
て
の
仕
掛
け
に
驚
き
つ
つ

も
、
途
中
ま
で
大
差
が
あ
っ
た
も
の
が
、

ゴ
ー
ル
直
前
で
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
大
逆

転
劇
。
小
一
か
ら
中
三
ま
で
バ
ト
ン
を

渡
す
瞬
間
は
後
輩
か
ら
先
輩
へ
の
〝
絆

を
深
め
る
儀
式
〟
の
よ
う
に
思
え
た
。

▼
中
三
に
と
っ
て
は
学
園
最
後
の
運
動

会
で
あ
り
、
最
終
演
舞
の
〝
よ
さ
こ
い

〟
で
は
中
学
生
全
員
が
大
漁
旗
仕
立
て

の
法
被
を
着
て
大
熱
演
。会
場
に
は「
最

高
‼
」
と
の
声
が
溢
れ
、
学
園
で
の
思

い
出
を
し
っ
か
り
心
に
刻
み
、
余
韻
を

残
し
つ
つ
閉
会
し
た
。

�

〈
委
員
長
・
成
田
直
人
〉

議会中継は初日から最終日までインターネット配信しています

また、議会会議録をネット上で公開しています。
町ホームページ（トップページ → 議会 → 会議録）からご覧下さい。
※休館日などにより、変更となる場合があります。

役場本庁舎・総合文化センター「パルナス」
小泊支所・すくすくしたまえ館

でもご覧になれます。ぜひご利用下さい。

　インターネット配信の視聴は
　　https://www.town.nakadomari.lg.jp/gyoseijoho/gikai/1556.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でご覧になれます。

←コチラからも
　アクセス
　できます
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